














































棟木を受ける(支える)短かい柱,つ まり棟束をいう場合(視 ・楹などと書 く)と,妻の小








本著の紹介に移ろう。本著の構成は 「あとがき」にもあるように 「ウダツの分布,あ るい
は横への広が りを緯糸に,ウダツの歴史,あ るいは縦への流れを径糸として編上げ」られて
いる。今すこし具体的に述べるならば,ウダツを求めての著者の探訪ないしは見聞紀行(ス
ケッチ紀行 も兼ねた)記(第1章 ウダツのある風景 ・第8章 現存するウダツ)と,絵巻
物を中心とした絵画資料によるウダツの 「発生と終焉」に関する研究(第5章 洛中洛外図
屏風の世界一 ウダツの発生と展開 ・第6章 名所図会の世界一 ウダツの浸透 ・第7章 ウ
ダツの終焉)と大きくは二つに分けられ,そ れにウダツの語義を言及した 「第2章 ウダツ












中山道沿いが最も濃密で,大津 ・草津 ・近江八幡 ・彦根 ・大垣 ・岐阜 ・美濃太田 ・美濃関 ・
美濃市 ・下久手 ・中津川 ・落合 ・妻籠 ・和田 ・長久保と伸びて」おり,「つぎに密度の濃い
のが北陸路で,大津 ・高島 ・今津 ・今庄 ・武生 。鯖江 ・高岡と伸び」また 「山陰道には和田
山 ・八鹿 ・村岡 ・豊岡 ・出石 ・舞鶴 ・宮津などにみられ」「また東海道に沿って,栗東(六






















立 ・自治の精神を信條に生き,希望にみちた時代」いわゆる 「市民の時代」そして 「町衆」
の時代であった。その彼等がその精神のシンボルとして高々 と上げたのがウダツであったと







植は別 として,非 とするところはもとより,特に付け加えるべき事項 も見出し得なかった。
なお,「ウダツは突然,現 れました」に始まる平易な口語体の文章 も,読者をして抵抗なく
研究書の世界に引き入れて くれることを付記しておく。最後に評者の個人的な希望として,
おそらく膨大な点数になるであろう,貴重なスケッチを,本著の姉妹書として刊行されるよ
う,お願いしたい。
(前 久夫 大阪工業大学)
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